
「情報・交流」の政策体系

情報・
交流

まちづくり情報基盤の
整備

・まちづくり情報広場運営費補助事業
・地域ポータルサイト整備事業

・広域行政推進事業

（分 野） （基本方針） （施 策） （主要事業）

まちづくり情報の
提供の充実

近隣自治体との連携の
強化

大学などを生かした
まちづくりの展開

行政情報の適切な提供

多文化交流の促進

・インターネット広報事業
・広報くさつ発行事業
・市長広聴業務

・国際交流推進事業

大学などとの共同研究の
充実

・共同研究推進事業

大学と地域の連携の
充実

・大学等との連携強化事業

多様な交流活動の
展開



■施策評価シート
(21)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

千件 48 58 60 58 62 111 64

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 529 520 530 497 540 673 550

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果

への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

　サイトのアクセス数を増加させるため、引き続き（公財）草津市コミュニティ事業団と連携を図りなが
ら、市ホームページでは掲載が困難な市民公益活動情報を掲載するなど、情報面でのすみわけを
行うことにより市民サイドの情報発信を充実していく。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

Ｂ
（公財）草津市コミュニティ事業団やまちづくりセンター運営協議会
等と連携体制を拡充し、市民がまちづくり情報を活用できる機会を
充実させることにより、アクセス数の増加に繋げていく。

拡充

中間支援組織等の取り組みにより、市民公益活
動が活性され、まちづくり情報を活用されることに
繋がっている。

関係課のコメント

事務
事業

まちづくり情報
広場運営費補助
事業

まちづくり協
働課

指標

平成２２年度にＨＰのリニューアルを行い、周知・
啓発等を積極的に行ったことにより、前年度より
約２倍のアクセス数があった。

環境・条件
の変化

体系

責任課による分析

個別
内容

（公財）草津市コミュニティ事業団によりポータル
サイト「くさつ情報ネット」を運営されており、まち
づくり情報発信の基盤づくりに貢献している。

その他の外的
・他律的な事象

　（公財）草津市コミュニティ事業団が運営するポータルサイト「くさつ情報ネット」については、目標値
を大きく上回るのアクセス数があり、期待以上の成果を得ることができた。平成２２年度にリニューア
ルを行い、コンテンツの充実を図るとともに、市民活動の情報発信を積極的に行った成果が表れて
いると考える。

   ポータルサイトアクセス数：（公財）草津市コミュニティ事業団が運営するポータルサイト「くさつ情
報ネット」の年間アクセス数

単位

基本方針番号 施策番号

項目

施策の概要
市内の地域づくりの取り組みに係る情報の受発信の基盤を整
備し、市民による活発な情報コミュニケーションが展開されるよ
う努めます。

単位

ポータルサイトアクセス数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）

成果指標

まちづくり情報基盤の整備

まちづくり協働課

早佐　美希

活動指標

項目

くさつ情報ネット　イベント
カレンダー掲載数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 721 697 218 0 1,636 計画

実績 581 697 204 1,482 実績

計画 0 11 0 0 11 計画

実績 0 0 0 0 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 0.7 0.7 0.2 0.0 1.6

計画 実績 0.6 0.7 0.2 0.0 1.5

実績 計画 0.7 0.7 0.2 0.0 1.6

計画 実績 0.6 0.7 0.2 0.0 1.5

実績 計画 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計画 実績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業

小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

21

22

2 リ 地域ポータルサイト整備事業 情報政策課

5

3

19

18

17

16

事業
区分

15

番号

主1

4

14

7

事業費（千円）

20

施策成果
への

貢献度
番号

事業
区分

事務事業 担当課担当課事務事業

まちづくり協
働課

事業費（千円）

まちづくり情報広場運営費補
助事業

施策成果
への

貢献度

6

13

Ｄ

Ｂ

10

8

12

9

11

27

25

26

28

29



■施策評価シート
(21)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

万件 23.8 45.0 45.0 47.0 50.0 42.1 50.0

件 266 600 600 851 900 755 900

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

部 52,700 53,000 53,500 53,600 54,000 54,500 54,500

件 5 10 10 7 10 5 10

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

　ホームページについては、市政情報を入手する有効な手段として活用していただくため、より多
くの情報を発信できるよう各課に促していく。
　新聞掲載件数についても、目標値を上回るよう、各課への情報提供についての働きかけを積極
的に行う。評価に基づい

た今後につい
ての考え方

その他の外的
・他律的な事象

体系

広報くさつ発行事業・放送委託により市情報をお
しらせすることで広く多くの人に情報を伝達でき、
かつ市政への関心を得ることができる。

特になし
環境・条件
の変化

個別
内容

インターネット広報事業により、ホームページの
更新が適宜適切に行われ、情報の整理がすす
められ市民にとって閲覧しやすいものとなってい
る。

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

　平成２３年度のホームページアクセス件数およ
び新聞掲載件数が昨年度比較して減少した。
　平成24年度は増加するよう、情報発信につい
て工夫を図る必要がある。

　平成23年度ホームページアクセス件数は目標値および前年度の数値下回り期待した成果を得
ることができなかった。ホームページを適正に管理するため専任の職員を配置し個別には手法や
レイアウト等の改善を図ったがアクセス数が増加する結果が得られなかった。
　新聞掲載件数につても目標値を下回り、期待した成果を得ることができなかった。今後は、情報
発信の手法等の改善・工夫を図り、パブリシティー活動の推進を図ることとする。

単位項目

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

ホームページアクセス件数

新聞掲載件数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

市民が必要とする情報を、多様な媒体を用いてわかり
やすく迅速に提供します。

行政情報の適切な提供

広報課

新庄貴史

活動指標

（責任課コメント）

広報くさつ発行部数
(1回あたり）

こんにちは市長です開催
件数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 6,609 6,045 6,345 6,345 25,344 計画

実績 5,992 6,021 6,802 18,815 実績

計画 690 634 0 0 1,324 計画

実績 544 236 0 780 実績

計画 2,735 2,766 2,766 2,766 11,033 計画

実績 2,417 2,469 2,347 7,233 実績

計画 40,661 39,131 43,307 43,525 166,624 計画

実績 28,033 30,050 25,364 83,447 実績

計画 781 4,761 855 855 7,252 計画

実績 451 4,309 624 5,384 実績

計画 51 65 65 65 246 計画

実績 35 46 23 104 実績

計画 11,860 11,048 11,048 11,048 45,004 計画

実績 11,386 10,810 14,702 36,898 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 63.4 64.5 64.4 64.6 256.8

計画 実績 48.9 53.9 49.9 0.0 152.7

実績 計画 40.7 39.1 43.3 43.5 166.6

計画 実績 28.0 30.1 25.4 0.0 83.4

実績 計画

計画 実績

実績 計画 6.7 6.1 6.4 6.4 25.6

計画 実績 6.0 6.1 6.8 0.0 18.9

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 － くらしのガイド作成事業 広報課

3 － パブリシティ推進事業 広報課

4

5

主 広報くさつ発行事業 広報課

－ 広報映画制作事業 広報課

19

18

17

16

インターネット広報事業

事業
区分

15

14

番号

マ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

広報課

広報課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6 マ 市長広聴業務 広報課

7 － 放送委託費

13

11

施策成果
への
貢献度

－

Ａ

Ａ

Ｃ

10

8

12

Ａ

9

Ｃ

Ｂ

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(21)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 233 334 350 524 360 848 370

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 10 25 25 9 10 8 10

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

　国際交流事業延べ参加者数・国際交流事業開催数：草津市国際交流協会（ＫＩＦＡ）が主催
する国際交流事業の年間開催回数および述べ参加者数

国際交流事業開催数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

活動指標

（責任課コメント）

　市民に国際交流の場を提供するとともに自主的な交流活動の場を促すことにより、地域で
の国際交流の推進を図った。国際交流事業延べ参加者数については、目標値を大きく上回
り８４８人となった。これは、ウィッシュプランナー制度より新たな事業を展開したためと考えら
れる。

項目

施策の概要
姉妹都市との交流や、国際理解講座、国際交流イベントの開催等、
市民に国際交流の機会を提供し、多文化共生に対する意識の向上
を図ります。

多文化交流の促進

まちづくり協働課

早佐　美希

単位

国際交流事業延べ参加者数

環境・条件
の変化

その他の外的
・他律的な事象

学校教育課

単位

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

国際交流推進
事業

まちづくり協
働課

わくわく異文化
交流事業

目的の
変更

新規Ｂ

Ｂ

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

体系

個別
内容

指標

平成２２年１２月よりウィッシュプランナー制度に
よる虹色交流サロン事業を実施しているため、参
加者数が増加している。

草津市国際交流協会の取り組みが草津市内で
の国際交流の機会に寄与している。

財政事情等の国内外の問題から、ここ数年、海
外渡航を伴う姉妹都市交流が中断している。

草津市国際交流協会が実施する新春のつどい、
エコ交流、SHIPS（多文化共生支援センター）との
合同交流イベント等が、草津市内での国際交流
の中心的な役割を担っている。

今後は新たなビジョンに基づき、海外渡航を伴う国際交流から、
地域での国際交流の推進、国際理解へと重点を移した取り組み
を展開していく。

立命館大学の留学生と小中学生が、市内全小中学校にお
いて交流活動を行う。

備考

　新たなビジョンに基づき事業内容を検討していくにあたり、単純に交流を図る事業を実施し
ていくのではなく、関係機関・団体との役割分担や協働のあり方について見直しを行い、地域
の国際化を推進していく。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 6,782 6,898 6,774 6,679 27,133 計画

実績 6,638 6,747 6,600 19,985 実績

計画 1,027 864 787 766 3,444 計画

実績 143 0 0 143 実績

計画 1,286 廃止 廃止 廃止 1,286 計画

実績 0 0 実績

計画 953 385 1,338 計画

実績 601 601 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 9.1 7.8 8.5 7.8 33.2

計画 実績 6.8 6.7 7.2 0.0 20.7

実績 計画 6.8 6.9 6.8 6.7 27.1

計画 実績 6.6 6.7 6.6 0.0 20.0

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

29

27

9

11

8

7

12

施策成果
への
貢献度

Ｄ

Ｂ

担当課

6

事業費（千円）

20

13

10

担当課

学校教育課

25

事業
区分

施策成果
への
貢献度

事業
区分

事務事業

22

番号

主1

番号
事業費（千円）

4

事務事業

まちづくり協
働課

国際交流推進事業 Ｂ

5

－ わくわく異文化交流事業

14

15

16

18

19

3 － 中学生国際交流事業 学校教育課

17

2 － 姉妹都市等交流事業
まちづくり協
働課

28

21

主要事業
小計

23

24

26

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計



■施策評価シート
(21)-2 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 4 4 4 3 4 5 4

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 5 6 6 8 6 6 6

回 11 11 11 14 11 14 11

件 2 2 2 2 2 3 2 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

湖南総合調整協議会開
催数

草津線複線化促進期成
同盟会会議数

広域行政にかかる市加
盟団体・会議等の数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

・平成24年1月に、草津市と栗東市の広域行政課題解決のため、草津・栗東広域行政調整会議を
新たに設置した。
・湖南総合調整協議会については、観光に関する取組みについて専門部会を設け、立命館大学の
協力のもと調査研究を行った。研究成果物として報告書を平成２４年度に完成させることができた。
・草津線複線化促進期成同盟会については、利用促進のための啓発活動を進めながら、ＪＲ西日
本への要望を行ったが、積極的な回答は得られていない。

【Ｈ23広域行政にかかる市加盟団体・会議等】
湖南総合調整協議会、草津線複線化促進期成同盟会、草津・栗東広域行政調整会議

他の自治体と共同で取り
組んだ事業数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

行政区域を越えた共通の課題や、本市単独での対策が困難な課題
に、関係する自治体間で協力して取り組むことができるよう、都市間の
連携を強めます。

近隣自治体との連携の強化

企画調整課

堀江　俊介

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

環境・条件
の変化

備考

　草津線複線化促進期成同盟会については、今後も地道な啓発活動を継続していく。
　草津・栗東広域行政調整会議および湖南総合調整協議会については、広域的な組織とし
て活用する方策を考えていく。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 2,302 756 437 347 3,842 計画

実績 1,789 667 341 2,797 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 2.3 0.8 0.4 0.3 3.8

計画 実績 1.8 0.7 0.3 0.0 2.8

実績 計画 2.3 0.8 0.4 0.3 3.8

計画 実績 1.8 0.7 0.3 0.0 2.8

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

Ｂ

9

施策成果
への
貢献度

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

企画調整課広域行政推進事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2

3

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(21)-3 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 - - 2 1 1 0 0

件 - - - - 1 1 1

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 - - 1 1 1 0 1

回 - - - - 3 3 6

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

　共同研究は、単なる何件実施という定量評価に馴染みにくい面もあるが、共同研究の質
的向上を目指しつつ、一定量の成果を示していくことも重要であると考える。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

共同研究は質的向上を目指すことが重要であるから、共同研究
の議題選定や連携のあり方など、より効果的な共同研究活動の
方法について検討する。

手段の変更

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

共同推進事業
草津未来研
究所

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

立命大との共同研究はH23年度では１としていたが、
H23年度実績値ではこれを下回った。共同で行う研究
である以上、連携先の動き等も勘案し、目標値の適切
な設定等を含めて検討していく。

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

項目

B

施策の概要

立命大との共同研究

単位

草津未来研究所において、大学等との共同研究の充実
に努めます。

大学などとの共同研究の充実

草津未来研究所

西村　周馬

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

立命大と商議所との共同研究

施策番号

項目 単位

　立命館大学と草津商工会議所との共同研究会を目標値である３回開催した。なお、当共同研究
会は今年度にも継続して開催する予定である。

成果指標　  １．立命大との共同研究：H22大規模マンション住民の地域活動と意識に関する調査研究(高村研究室)
　　　　　　　　２．立命大と商議所との共同研究：H23,H24南草津のまちづくりに関する調査研究
活動指標　　１．立命大との共同研究報告会の開催数：H22立命大高村研究室による共同研究報告会
　　　　　　　　２．立命大と商議所との研究会の開催数:H23,H24南草津のまちづくりに関する調査研究の研究会の実施目標値

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

成果指標

立命大と商議所との研究
会の開催数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果

への
貢献度

改善の方針

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

立命大との共同研究報
告会の開催数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 2,000 1,800 2,000 5,800 計画

実績 0 0 1,155 1,155 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 0.0 2.0 1.8 2.0 5.8

計画 実績 0.0 0.0 1.2 0.0 1.2

実績 計画

計画 実績

実績 計画 0.0 2.0 1.8 2.0 5.8

計画 実績 0.0 0.0 1.2 0.0 1.2

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業

小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212

3

4

5

19

18

17

16

共同研究推進事業

事業
区分

15

14

番号

リ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

草津未来研
究所

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への

貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への

貢献度

10

8

12

Ｂ

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(21)-3 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 132 132 150 148 180 142 180

　 　 　 　 　 　 　

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

団体 31 31 31 31 31 32 32

人 - - - - 5 4 5

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

平成２１年６月９日に「草津市と立命館大学とのサービスラーニングに関する協定書」を締結したこ
とから、立命館大学において、平成２３年度よりサービスラーニングを本格的に取り組まれている。
このサービスラーニングを通じて地域の課題解決が図れるよう、啓発等を行っていく。また、連携協
力事業についても、依頼件数は減ってしまったが、積極的に啓発等を行っていく。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

その他の外的
・他律的な事象

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

地域活動等で連携ができるように、照会等があった場合は、積極的に啓発等に取り組んだ。しか
し、平成２２年度よりも依頼件数は減ってしまった。

単位項目

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

立命館大学との連携協力事
業依頼数（市内のみ）

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

大学と地域が、地域発展のためのパートナーとして連携・協働
し、ともに相互の発展を導き出していけるよう取り組みます。

大学と地域の連携の充実

企画調整課

髙木　佑輔

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

立命館大学における地
域交流実績のある団体
数サービスラーニングによ
る履修人数

単位



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 0 0 0 0 計画

実績 0 0 0 0 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計画 実績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実績 計画 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計画 実績 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

21

22

2

3

4

5

19

18

17

16

大学等との連携強化事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事業費（千円）
担当課事務事業

企画調整課

施策成果
への
貢献度

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業

6

7

13

11

10

8

12

Ａ

9

27

25

26

28

29
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